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特集 企業事例  
化学産業における最適化技術の適J‡l卜……‥ 藤日二Ⅰ華，江本源一，竹下聡彦，佐中俊哉（三 菱 化学）  

分枝限定法を活用した製鉄所出荷バースの操業スケジューリング…………… 梅田豊裕（㈱神戸製鋼所）  

小西正舶（岡l【1ⅥI大 学）  

HDD（HardDiscDrive）組立における生産計画の最適化方式…細田順子，野本多津（日立製作所）  

地方振興局の量通統合に関する指標格差最小化モデル分析……………‥・……小島 純（岩 手 児）  
大山達雄（政策研究大学院大学）  

げました．ただ，ネットワークといってもインターネ  

ットばかりではなく，交通網，ガス管網なども同様に  

ネットワーク構造を有するシステムであり，危機管理  

においても，同様のアプローチが取れるのではないか，  

あるいは支配する論理は共通ではないか，という見方  

はやはり極めてOR的であると思います．  

⑳それにしても，最近では金融関係を中心に，毎年9  

月危機，3月危機と騒がしくなります．政治でも，経  

済でも，危機感を煽ることにより最悪の事態を何とか  

回避しようとする手法がとられるわけですが，十分な  

情報共有をもとにした本質的な対策をとらずにただ煽  

るだけでは，「オオカミ少年」になりかねません．冷  

静な危機管理方策を探るためにはOR的アプローチも  

必要ではないかと思、います （杉野 隆）  

編集後記  

⑳今年度から2年間編集委員長を務めることになりま  

した．よろしくお願いします．本誌の趣旨は，ORの  

実践，研究，教再のために有用と思われる情報をOR  
学会会員に提供することにあります．なかんずく特集  

は，本誌のいわばメインイベントであり，読者からも  

期待されていると聞いています．ORが対象とする分  

野は非常に幅が広く，特集に採り上げるテーマには事  

を欠かないとも思えますが，それでも毎月興味あるテ  

ーマを特集記事として採り上げ，適切な方々に原稿を  

お願いするとなると，やはり大変な仕事になりそうで  

す．これまでの歴代編集委員長のご苦労が少しずつ実  

感できるようになってきましたが，読者の皆様のご協  

九 ご支援をお願いします．  
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